
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）�

の
建
設
に
つ
い
て�

●
整
備
計
画
策
定
の
経
緯�

　
一
七
一
九
年
琉
球
王
府
の
踊
奉
行
玉
城

朝
薫
に
よ
り
誕
生
し
た
組
踊
は
、一
九
七

二
年
に
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
が
、組
踊
を
は
じ
め
と
す
る

沖
縄
の
伝
統
芸
能
の
正
統
な
継
承
、伝

承
者
養
成
、組
織
的
な
記
録
保
存
や
調

査
研
究
等
を
実
施
す
る
施
設
が
な
い
こ

と
か
ら
、沖
縄
県
及
び
地
元
関
係
者
か
ら

建
設
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。�

　
沖
縄
政
策
協
議
会
に
お
い
て
沖
縄
振

興
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、文
化
庁
に
お
い
て
平
成
九

年
五
月
に「
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）の

在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議
」が
発
足
し
、平
成
十
年
三
月
に
劇
場

の
運
営
、組
織
、事
業
、施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
基
本
的
な
構
想
・
計
画
が
と
り
ま

と
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
れ
を
基
に
し
て
平

成
十
年
七
月
か
ら
基
本
設
計
を
行
い
、こ

の
た
び
施
設
の
基
本
計
画
の
概
要
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。�

�
●
予
算
関
係�

　
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）に
つ
い
て
は
、

平
成
九
年
に
浦
添
市
小
湾
地
区
に
建
設

す
る
事
が
決
定
し
、平
成
十
年
度
の
沖
縄

開
発
庁
一
括
計
上
予
算（
沖
縄
文
化
施
設

整
備
費
）で
基
本
設
計
費
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。予
算
は
文
化
庁
へ
移
管
さ
れ
た
の
ち
、

建
設
省
に
支
出
委
任
さ
れ
、業
務
を
執

行
す
る
当
局
が
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。�

　
平
成
十
一
年
度
は
実
施
設
計
費
が
予

算
化
さ
れ
、平
成
十
二
年
三
月
ま
で
に
実

施
設
計
を
終
え
る
予
定
で
す
。�

�

●
施
設
の
概
要�

　
国
の
重
要
無
形
文
化
財
「
組
踊
」
を

中
心
と
す
る
沖
縄
伝
統
芸
能
の
保
存
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、沖
縄
の
地
理
的
・

歴
史
的
な
特
性
を
活
か
し
、伝
統
文
化

を
通
じ
た
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
交
流

の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。�

　
施
設
規
模
は
、地
下
一
階
・
地
上
三
階
建
、

延
べ
面
積
約
一
四
、○
○
○
　
、工
事
費
約

百
億
円
を
予
定
し
て
お
り
、建
物
の
フ
ロ

ア
ー
構
成
は
、一
階
が
メ
イ
ン
ホ
ー
ル
、サ
ブ

ホ
ー
ル
の
公
開
関
係
、舞
台
・
楽
屋
関
係
、

二
階
が
普
及
啓
発
関
係
、三
階
が
養
成
研

修
・
稽
古
場
関
係
、調
査
研
究
関
係
等
の

諸
室
と
し
て
い
ま
す
。�

〈開発建設部〉�



●
整
備
の
年
次
計
画�

　
平
成
十
年
度
は
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
設
計
者
を
㈱
高
松
伸

建
築
設
計
事
務
所
に
特
定
し
、基
本
計
画
を
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。�

　
平
成
十
一
年
度
は
引
き
続
き
実
施
設
計
を
行
い
、順
調
に
い
け
ば
平
成

十
二
年
度
に
工
事
着
工
、十
四
年
度
完
成
の
予
定
で
す
。�

�

●
平
成
十
一
年
度
の
計
画�

　
平
成
十
年
度
に
行
っ
た
基
本
設
計
を
多
角
的
に
検
討
し
、文
化
庁
が

設
置
し
て
い
る「
国
立
組
踊
劇
場（
仮
称
）設
立
準
備
調
査
会
」に
諮
り

つ
つ
、実
施
設
計
を
進
め
ま
す
。�

①建設場所：沖縄県浦添市小湾（こわん）地区 �
②敷地面積：約27,000㎡（予定）�
③構造規模：鉄骨鉄筋コンクリート（一部鉄筋コンクリート）造、�
�   地下１階地上３階、延べ面積 約14,000㎡�
④舞台機構：メインホール（オープンステージ(注１)とプロセニアムステージ(注２)の�
　　　　　 　　　　　両機能を備えた可変式舞台）�
　　　　　　　　・プロセニアム舞台（間口８間、奥行１０間）�
　　　　　　　　・組踊本舞台（４間四方の張り出し、昇降式）�
　　　　　　　　・客席数（プロセニアムステージの時：約６５０席）�
　  　　　　　　　（オープンステージの時：約５００席）�
　　　　　　　　・回り舞台・迫り（大迫り、小迫り）・花道・橋懸�
　　　　　 サブホール（研修等多目的機能をもつホール）�
　　　　　　　　・客席数（約２００席）�

※（注１）オープンステージ�
　 　　 舞台が客席の中に張り出した形式で､緞帳などの幕を使用しない｡�
※（注２）プロセニアムステージ�
　 　　 今日の劇場･ホールで一般的に見られる､舞台と客席との間に額縁状の�
　　　  枠を持った形式で､緞帳などの幕を用いる｡�


